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研究成果の概要（和文）： 本研究では，日本語学習者が，必要な文法知識をｅラーニングにより

動的なイメージでコンパクトに理解できるような「文法学習のツール」を開発した。開発は，

(1)「動詞の活用」に関するもの，(2)主要な「格助詞」に関するもの，(3)主要な「構文」（あ

るいは構文を構成する主要な言語形式）に関するもの，の 3 系統に分けて行われた。他に，狭

義の文法ではないが，(4)「音と文字の学習」に関するコンテンツにも取り組んだ。これらの成

果は，研究代表者・分担者の所属機関の日本語教育に実際に活かしており，他機関への公開に

足る整備を現在行っている。 

 
研究成果の概要（英文）： This research developed various tools of learning which 
facilitate Japanese language learners’ understanding of Japanese grammar by using the 
dynamic image of e-learning. These studying tools include 1) tools for learning Japanese 
verb conjugations; 2) tools for learning principal case particles; 3) tools for learning 
basic constructions; and 4) tools for learning Japanese characters and pronunciation. 
These developments are being utilized in Japanese language learning at our university 
and the results are being prepared for publication. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 日本語学習者に「自習用のコンパクトな

文法教材」を求めるニーズがあることを， 

 

研究代表者らはかねてから認識しており，こ

れに対応したいと考えていた。 
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(2) 研究開始当時は，折しも web による学習

が伸張しつつある時期であり，「動的イメー

ジの視覚情報」や「音声情報」を利用するこ

とが十分可能な段階にさしかかっていたた

め，これを利用して，学習を容易にするよう

な上記(1)の教材を開発したいと考えた。 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究は，日本語学習者が，必要な文法

知識を，web 上の学習により動的なイメージ

でコンパクトに学習できるための「文法学習

のツール」を開発することを主な目的とした

ものである。 

(2) 主な特色は次の通りである。 

① 提供形態：PC 上のデジタル教材として，

CD-ROM または web 上での公開を図る。 

② 記述の方針：細かすぎる記述を避けて，

可能な限り「コア」的な内容を抽出してコン

パクトに示す。 

③ 具体的な方法：PC 上のアニメーション機

能の活用による「動的イメージの視覚情報の

提示」と「音声情報の付加」により，学習者

の理解を高める。 

 

３．研究の方法 

(1)「学習者にとって必要な情報はどのような

ものか」「学習者にとって習得しにくい点は

どこか」などに留意し，「どのような情報を，

どのように提示するのがよいか」を十分に検

討する方法をとった。「どのように」には，

「どのような画面を作成・提示するか」「ど

のような順序で提示するか」「どのように気

づきを促すか」「どのようなタスクをかける

か」などが含まれる。 

(2) これらの検討にあたっては，日本語教育

学・日本語学・認知言語学・学習心理学・ｅ

ラーニングなど各領域の先行研究を参照する

点も多かったが，研究代表者・研究分担者の日

本語教育の現場経験を踏まえた点も多かった。 

 
 

４．研究成果 

 研究成果は，(1)「動詞の活用」に関するも

の，(2)主要な「格助詞」に関するもの，(3) 主

要な「構文」（あるいは構文を構成する主要な

言語形式）に関するもの，および（狭義の文

法ではないが），(4)「音と文字の学習」に関

するもの，の４系統に大別される。 

 

(1)「動詞の活用」に関するもの 

① 文法学習の大きな柱である「動詞の活用」

の学習を多面的にサポートする web 教材を開

発した。動詞の各グループの活用パタンやグ

ループ分けについて気づきを促すタスクを効

果的にかけることで，学習者が自ら主体的に

「活用の仕組み」を発見・検証でき，その上

で基本形から活用形へと変換できるように導

くものである。 

② 日本語の動詞活用では，「グループごと

に活用のルールが異なる」「グループの識別

要素（iru・eru／その他，またはｕ／る）の

抽出が困難である」「一段動詞と五段とでは，

語幹（不変部）と語尾（変化部）の分節方法

が異なる」などの難点があり，これらがしば

しば初級学習者のつまずきとなってきた。と

ころが、これまでに存在した「活用の学習を

サポートする e ラーニング教材」での主な学

習は，単に「活用に関するルールを提示・解

説」した後，「基本形（辞書形。教材によっ

てはマス形）を与えて，その活用形（ナイ形・

可能形等）を生成させる変換練習を繰り返し

行う」にとどまるものであった。 

③ そこで，本研究では，上記の困難点に配

慮し，従来の教材では「提示・解説」されて

きた活用ルールを，学習者が段階的に理解，

獲得していけるような教材を開発した。その

新しい点は，学習者が「自らの手を使って，



 

 

PC 上で情報を整理していくことで，意識的に

学習していく」ことを目指した点である。こ

れにより，従来の教材の「出題」「正誤判定」

「正解提示」といった役割に加え，これらに

先立つ「ルールの発見と検証のツール」とし

ての機能を持たせることができた。具体的に

は，例えば，机上で多数の動詞カードを活用

グループ別に分類したり，紙の上で動詞語彙

の文字列の語幹と語尾を色ペンで塗り分けて

整理するといった「思考をともなう具体的な

作業」を，PC上においても実現し，さらに音

声・視覚情報による効果的学習の誘導など，e

ラーニング教材ならではの特性を活かしてこ

れを発展させた。 

④ コンテンツは大別して，ａ) 動詞の語末

の形・音の特徴に気づかせるタスク，ｂ) グ

ループごとに活用パタンが異なることに目を

向けさせ，グループ分けの必要性に気づかせ

るタスク，ｃ) グループ分けの方法をサポー

トするタスク，ｄ) 各グループごとの活用規

則を獲得するために，動詞語彙の語幹と語尾

を分節する方法をサポートするタスク，ｅ) 

実際に基本形から活用形を導き出すタスク，

に分かれる。 

⑤ 本教材は，こうした段階的な学習を踏ん

でいくことによって，日本語の動詞活用のし

くみを学習者自身が発見，検証していきなが

ら主体的に学んでいくことを可能にするが，

同時に，学習者のつまずきが，複雑なプロセ

スのどの時点で起こっているかを学習者自身

が（教授者も）認識できる点も，意義として

重要である。 

⑥ 研究成果は、2008 年 5 月の日本語教育学

会で発表し，各方面の関心を集めた。研究代

表者・分担者の所属機関（東京大学日本語教

育センター）では，実際にこれを日本語教育

に活用している。 

 

(2) 主要な「格助詞」に関するもの 

格助詞の「コア」を動画で示す教材を作成し

た。例えば，場所を表す「に」「で」「を」の

各格助詞の使い方（「公園に入る」「公園でキ

ャッチボールをする」「公園を散歩する」）の

理解は，多くの学習者にとって困難であるが，

本教材では，これら各格助詞の「コア」を動

画で示し，学習者が視覚的にそれぞれの助詞

の使い方の違いが理解できるようにした。 

 

(3) 主要な「構文」（あるいは構文を構成す

る主要な言語形式）に関するもの 

① 日本語学習の主要な「構文」（あるいは

構文を構成したり，文を連結したりする主要

な言語形式）として，例えば，受身文，使役

文，可能文，「X は Y が Z」文；「んです」，

「わけです」；やりもらい；「てある」「てい

る」「ておく」などの補助動詞群；「したがっ

て」「しかも」などの接続詞群；「のに」「て

も」などの接続助詞群など，種々のものがあ

るが、これらにつき，学習者が適切に理解し

たり実場面で使えるようになったりする上

での困難点とその原因の分析を進め、それを

解決する望ましい提示・指導方法について具

体的に検討した。 

② このうち一部については、当該形式の意

味の「コア」を動画で示したり、また、ヴォ

イス絡みの形式については当該形式の文が

与えられた場合に行為者を判断する聴解と

連動するタスクをかけたりという形で、コン

テンツに至っている。 

③ コンテンツ化には至っていないものに

ついても、基礎作業としての分析を進展させ

ることができ，論文・口頭発表等に結実した。 

 

(4)「音と文字の学習」に関するもの 

 日本語学習の第一歩としてほぼすべての

学習者が経験する「かな学習」を支援する web



 

 

教材を作成した。 

①イントロとして「音体系の提示」から入

ったこと、②濁音・撥音・促音・長音などの

特殊音について視覚的にわかりやすく導入

したこと、③ポイントをコンパクトにタスク

化したこと，④特に，単語のディクテーショ

ン問題では，学習者の誤答に対して，すぐに

正解を示すのではなく，間違いの箇所を指定

して再入力を促すなどのフィードバックシ

ステムを添えたこと，などの特徴をもつ。 

研究成果は、2007 年 10 月の日本語教育学

会で発表し，各方面の関心を集めた。研究代

表者・分担者の所属機関（東京大学日本語教

育センター）では，実際にこれを日本語教育

に活用している。また、同じ大学の他の日本

語教室にも，求めに応じて提供してきた。 
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